「構造的人種主義」の生成過程からみるルワンダの紛争要因　―制度と社会状況からの考察― by 佐藤 里香
立教大学大学院 21世紀社会デザイン研究科比較組織ネットワーク学専攻 





































































































 さらに、第Ⅱ部・第 6章では、人種主義の「枠組み」を提示しているボニッラ・シル 
ヴァ(Bonilla Silva)による「Structural Racism」と、「定義と指標」を提示しているア 
スペン・インスティチュート・オン・コミュニティ・チェンジ (Aspen Institute on  























 第 6章では、二つの「Structural Racism」の議論を用いてルワンダにおける「人種主義
的事柄」を考察することによって、ルワンダに「人種主義が構造化された社会」が生成さ
れていたことを明らかにした。それによって、人種主義が植民地独立後の社会に大きく影
響を及ぼしていたことを裏付けた。 
 結論部分では、本論文で行った考察の概要を述べたのちに、第Ⅰ部と第Ⅱ部で行った考
察で明らかにした人種主義という要因の重要性をもとに、2014 年現在のルワンダの歴史の
語られ方に対する結語としての提言を行った。 
 それは、ツチとフツによる人種主義の「加害」と「被害」の歴史が公平に語られないか 
ぎり、社会の中に人種主義があからさまでなく構造化され続け、「人種主義的思考」の潜在 
的土壌になりうる、という提言である。 
 
■ 本論文の学術的意義 
本論文の学術的意義は、四つあげておきたい。 
まず第一に、従来、ルワンダにおける紛争やジェノサイドの要因として軽視されてきた
人種主義の位置づけを問い直し、その重要性を明らかにした点である。 
 第二に、従来の研究では、ルワンダにおける人種主義を問題化する視点が欠如する傾向
が強かったが、ルワンダにおける人種主義を問題化し体系化したことによって、一つのパ
ラダイムを開いたと考える。本論文の成果として強調したい点である。 
 第三に、不特定多数の人々に向けてインターネットやマスメディアを通じて流布されて
いる 2014年現在における情報や知識としてのルワンダの歴史の語りが、きわめて人種主義
的であることを、「人種化」の点から指摘したことである。 
 第四に、ルワンダ紛争という民族間の紛争を一事例として、「人種化」の点から人種主義
の介在を明らかにしたことによって、人種主義的に展開される事象には「人種化」という
観点からの個別の検証が必要であることを示す、先行例となりえたことである。 
 
